
第　75　号

☆萬春園（特別養護老人ホーム　短期入所　居宅

介護支援事業）　

☆かねはた（養護老人ホーム　短期入所　デイサー

ビス　生きがいづくり支援事業）　

☆はまぎく荘（老人福祉センター　デイサービス）

☆大みかけやき荘（障害者支援施設　短期入所　

日中一時支援　共同生活援助）

事業団 ひたち

（１）第　75　号 令和 5年 8月 1日

萬春園新施設

　　　

本
事
業
団
は
、
昭
和
50
年
に
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
日
立
市
萬
春
園
の
設
置
を
期
に
設

立
さ
れ
て
以
来
、
日
立
市
の
社
会
福
祉
施
設

の
管
理
運
営
を
主
に
高
齢
者
福
祉
及
び
障
害

者
福
祉
の
一
翼
を
担
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

平
成
18
年
度
か
ら
は
指
定
管
理
者
と
し
て
、

日
立
市
萬
春
園
等
の
適
正
な
管
理
運
営
に
努

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
超
高

齢
社
会
の
到
来
の
中
で
、
介
護
の
重
度
化
や

慢
性
的
な
人
員
不
足
等
、
本
事
業
団
を
取
り

巻
く
環
境
は
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
も
の
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
令
和
５
年
度
は
、
萬
春

園
新
施
設
へ
の
円
滑
な
移
転
を
は
じ
め
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
５
類
感
染
症

移
行
後
の
発
生
動
向
等
に
留
意
し
な
が
ら
、

適
切
な
感
染
症
対
策
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
施
設
利
用
率
の
向
上
及
び
新
た
な
加
算

取
得
な
ど
経
営
改
善
に
向
け
た
取
組
を
組
織

と
し
て
積
極
的
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
外
部
講
師
に
よ
る
階
層
別
研
修
や
接
遇

マ
ナ
ー
研
修
な
ど
の
実
施
に
よ
り
、
将
来
を

担
う
人
材
育
成
を
行
う
と
と
も
に
、
介
護
Ｉ

Ｃ
Ｔ
の
利
用
促
進
に
よ
る
業
務
の
効
率
化
や

職
員
の
負
担
軽
減
を
図
り
、
働
き
や
す
い
職

場
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
地
域
の
福
祉
ニ
ー
ズ
が
多
様
化

す
る
中
、
公
設
民
営
と
し
て
の
社
会
的
な
使

命
を
十
分
に
認
識
し
、
様
々
な
理
由
に
よ
る

入
所
困
難
者
の
受
入
れ
な
ど
、
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
く
と

と
も
に
、
地
域
の
中
で
信
頼
さ
れ
る
施
設
と

し
て
、
住
民
の
皆
様
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

地
域
社
会
に
お
け
る
福
祉
の
向
上
に
よ
り
一

層
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

令

和
５
年

度

事

業

計

画
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が生まれ変わりましたが生まれ変わりました



令和 5年 8月 1日 第　75　号（２）

一　

日
立
市
が
設
置
し
た
社
会
福
祉
施
設
の

指
定
管
理
者
と
し
て
、
公
設
民
営
の
役
割

を
自
覚
し
、
広
く
多
様
化
す
る
市
民
の

ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

に
努
め
、
日
立
市
に
お
け
る
社
会
福
祉
の

増
進
に
寄
与
し
ま
す
。

二　

利
用
者
本
位
の
満
足
度
の
高
い
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
、
生
活
の
質
の
向
上
と
自
立

に
必
要
な
援
助
を
行
い
ま
す
。

三　

研
修
体
系
の
充
実
を
図
り
、
専
門
的
な

知
識
や
技
術
に
加
え
て
、
豊
か
な
人
間
性

と
情
熱
を
持
っ
た
人
材
を
育
成
し
ま
す
。

四　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
実
習
生
の
受
け
入
れ

を
積
極
的
に
行
い
、
広
く
福
祉
に
携
わ
る

人
材
の
育
成
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、
開

か
れ
た
施
設
運
営
を
目
指
し
ま
す
。

五　

社
会
福
祉
事
業
の
担
い
手
と
し
て
ふ
さ

わ
し
い
事
業
を
効
果
的
か
つ
適
正
に
行
う

た
め
、
自
主
的
に
経
営
基
盤
の
強
化
を
図

る
と
と
も
に
、
事
業
経
営
の
透
明
性
の
確

保
を
図
り
ま
す
。

一　

本
事
業
団
は
、
平
成
18
年
度
か
ら
日
立

市
の
指
定
管
理
者
と
し
て
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
、
障
害
者
支
援
施
設
、
養
護
老

人
ホ
ー
ム
な
ど
８
施
設
の
管
理
運
営
を
受

託
し
、
令
和
４
年
度
も
引
き
続
き
、
８
施

設
の
管
理
運
営
を
適
切
か
つ
効
率
的
に
進

め
ま
し
た
。

令和５年度　資金収支予算書
（単位：千円）

勘　　　定　　　科　　　目 本年度予算額

事業活動に
よる収支

収　入

　介護保険事業収入 658,899
　老人福祉事業収入 178,340
　障害福祉サービス等事業収入 230,288
　経常経費寄附金収入 1
　受取利息配当金収入 7
　その他の収入 2,174
事業活動収入計 (1) 1,069,709

支　出

　人件費支出 835,634
　事業費支出 195,716
　事務費支出 136,713
　短期入所事業費支出 1,525
　支払利息支出 422
　その他の支出 2
事業活動支出計 (2) 1,170,012

事業活動資金収支差額 (3)=(1)-(2) △ 100,303

施設整備等に
よる収支

収　入 施設整備等収入計 (4) 0

支　出
　固定資産取得支出 7,352
　ファイナンス・リース債務の返済支出 4,546
施設整備等支出計 (5) 11,898

施設整備等資金収支差額 (6)=(4)-(5) △ 11,898

その他の活動に
よる収支

収　入 　積立資産取崩収入 5,958
その他の活動収入計 (7) 5,958

支　出 　積立資産支出 11,272
その他の活動支出計 (8) 11,272

その他の活動資金収支差額 (9)=(7)-(8) △ 5,314
予備費支出 (10) 73,890
当期資金収支差額合計 (11)=(3)+(6)+(9)-(10) △ 191,405
前期末支払資金残高 (12) 191,405
当期末支払資金残高 (11)+(12) 0

二　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に

つ
い
て
は
、
最
新
の
情
報
に
基
づ
き
、
随

時
、
対
応
策
の
見
直
し
を
行
う
と
と
も

に
、
職
員
行
動
指
針
の
周
知
徹
底
に
よ
る

職
員
の
意
識
向
上
、
定
期
的
な
研
修
、
発

生
時
の
迅
速
な
対
応
及
び
適
切
な
ゾ
ー
ニ

ン
グ
の
実
施
な
ど
に
よ
り
、
施
設
内
で
の

ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
を
防
止
し
ま
し
た
。

三　

日
立
市
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
経
営
戦
略

に
基
づ
き
、
利
用
率
の
向
上
と
介
護
報
酬

の
増
額
に
努
め
る
と
と
も
に
、
今
後
、
具

体
策
を
計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
、
本
事

業
団
の
現
状
（
課
題
）
、
推
進
目
標
、
推

進
事
項
、
利
用
率
及
び
収
支
の
見
通
し
等

に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、
同
経
営
戦
略
に

基
づ
く
行
動
計
画
を
ま
と
め
ま
し
た
。

四　

大
み
か
け
や
き
荘
に
お
い
て
、
新
た
な

障
害
者
総
合
支
援
法
対
応
管
理
シ
ス
テ
ム

を
導
入
し
、
記
録
の
電
子
化
を
進
め
た
ほ

か
、
調
理
業
務
に
つ
い
て
、
直
営
か
ら
業

務
委
託
に
切
り
替
え
る
た
め
の
検
討
を
進

め
、
業
者
選
定
に
係
る
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
を

実
施
し
、
令
和
５
年
度
か
ら
の
業
務
委
託

契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。

五　

萬
春
園
再
整
備
基
本
計
画
に
基
づ
き
、

超
高
齢
社
会
に
対
応
し
た
質
の
高
い
ケ
ア

と
適
正
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
施
設

づ
く
り
を
目
指
し
、
市
担
当
課
等
と
備
品

整
備
等
に
つ
い
て
、
定
期
的
に
打
合
せ
を

行
う
と
と
も
に
、
令
和
５
年
度
の
開
所
に

向
け
て
準
備
作
業
を
進
め
ま
し
た
。

令

和

４

年

度

事

業

報

告



（３）第　75　号 令和 5年 8月 1日

（単位 : 円）

勘定科目 決算

事
業
活
動

事業活動収入計 1,095,433,555

事業活動支出計 1,073,085,735

事業活動資金収支差額 22,347,820

施
設
整
備
等

施設整備等収入計 480,000

施設整備等支出計 8,277,453

施設整備等資金収支差額 △ 7,797,453

そ
の
他
の
活
動

その他の活動収入計 11,424,258

その他の活動支出計 10,821,005

その他の活動資金収支差額 603,253

　当期資金収支差額合計 15,153,620

　前期末支払資金残高 213,665,679

　当期末支払資金残高 228,819,299

（単位 : 円）

勘定科目 当年度決算

サービス
活動

サービス活動収益計 1,094,405,676 
サービス活動費用計 1,083,602,023 
サービス活動増減差額 10,803,653

サービス
活動外

サービス活動外収益計 1,778,169 
サービス活動外費用計 822,187 
サービス活動外増減差額 955,982

経常増減差額 11,759,635

特別増減
特別収益計 479,999 
特別費用計 12 
特別増減差額 479,987
当期活動増減差額 12,239,622

繰越活動
増減差額

の部

前期繰越活動増減差額 182,599,427 
当期末繰越活動増減差額 194,839,049 
基本金取崩額 0 
その他の積立金取崩額 1,974,190 
その他の積立金積立額 505,800 
次期繰越活動増減差額 196,307,439 

貸 借 対 照 表　　　　令和 5年 3月 31 日現在

事業活動計算書
（自）令和 4年 4月 1日　（至）令和 5年 3月 31 日

令和４年度決算報告（法人全体）

資金収支計算書
（自）令和 4年 4月 1日　（至）令和 5年 3月 31 日

［理事会開催状況］

開催日・場所 出席数 議　　案　　名

 第１回		
 令和４年５月 30 日	
 油縄子交流センター	
	

９人

・令和３年度事業報告　　　　　　　　・令和３年度決算報告	
・令和４年度定時評議員会の招集　　　・理事候補者の推薦		
・評議員候補者の推薦　　　　　　　　・職員給与規程の一部改正
・常務理事の報酬等

 第２回（みなし決議）	
 令和４年６月 30 日	

９人
・令和４年度資金収支補正予算				  
・常務理事の選定	

 第３回（みなし決議）	
 令和４年 12 月 22 日	 ９人

・令和４年度資金収支補正予算				  
・職員給与規程の一部改正				 
・常務理事の報酬等			 

 第４回（みなし決議）	
 令和５年３月３日

９人 ・令和４年度第２回評議員会の招集				  

 第５回	
 令和５年３月 20 日
 油縄子交流センター

９人

・令和５年度事業計画　　　　　　　　・令和５年度資金収支予算
・令和４年度資金収支補正予算　　　　・定款の一部改正
・処務規程等の一部改正　　　　　　　・再雇用に関する規程の一部改正
・利益相反取引の承認　　　　　　　　・施設長の選任

（単位 : 円）

資産の部 負債の部
当年度末 当年度末

流動資産 269,947,697 流動負債 89,593,888
固定負債 119,825,413
負債の部合計 209,419,301

固定資産 361,083,627 純資産の部
 基本財産 3,000,000 基本金 3,000,000
 その他の固定資産 358,083,627 その他の積立金 222,304,584

次期繰越活動増減差額 196,307,439
 （うち当期活動増減差額） 12,239,622
純資産の部合計 421,612,023

資産の部合計 631,031,324 負債及び純資産の部合計 631,031,324



令和 5年 8月 1日 第　75　号（４）

令和 5年 4月 1日現在

〔自主事業〕

施　　設　　名 種　　　別 設置年月日

萬春園介護計画センター 居宅介護支援 H15.7.23

施　　設　　名 種別・事業名 定員（人） 受託年月日

萬春園

特別養護老人ホーム 100 

S50. 4. 1

短期入所事業 空床利用 

はまぎく荘
デイサービス
センター

老人デイサービス
センター

25 S63. 7. 1

ミニデイサービス事業 午前(午後)５ H27. 4. 1

かねはたデイ
サービスセンター

老人デイサービス
センター

一般型 25 

H12. 3. 1認知症
対応型 8

ミニデイサービス事業 午前(午後)５ R 5. 4. 1

かねはた短期
入所施設

老人短期入所施設 20 H12. 3. 1

障害福祉サービス事業
（短期入所）

空床利用 H19. 1. 1

かねはた
老人ホーム

養護老人ホーム 50 H12. 2. 1

生活管理指導短期宿泊事業 2 H12. 4. 1

生きがいづくり支援事業 10 H13. 4. 1

大みかけやき荘

障害者支援施設 50 

S57. 4. 1
障害福祉サービス事業
（短期入所） 5

（宿泊 3）

障害者等日中一時支援事業 H18.10. 1

障害者グループホーム事業 4 H21. 6.15

老人福祉センター
はまぎく荘

老人福祉センター 130 S63. 5. 2

生きがいづくり支援事業 10 H13. 4. 1

〔指定管理者受託施設・受託事業〕

施　設　名
登　録　数 活 動 延 人 数

個　人 団　体 年　間 月平均

萬 春 園 6 6 36 3.0 

萬春園デイサービスセンター 0 0 0 0.0 

か ね は た 老 人 ホ ー ム 0 0 0 0.0 

か ね は た 短 期 入 所 施 設 1 0 6 0.5 

かねはたデイサービスセンター 2 2 69 5.8 

大 み か け や き 荘 8 1 39 3.3 

はまぎく荘デイサービスセンター 1 0 46 3.8 

合　　　　　計 18 9 196 16.3 

施　設　名
学生
（人）

社会人
（人）

合計
（人）

萬 春 園 70 0 70 

萬春園デイサービスセンター 0 0 0 

か ね は た 老 人 ホ ー ム 0 0 0 

か ね は た 短 期 入 所 施 設 0 0 0 

かねはたデイサービスセンター 0 0 0 

大 み か け や き 荘 6 0 6 

はまぎく荘デイサービスセンター 0 0 0 

合　　　　　計 76 0 76 

［福祉実習受入状況］（令和４年度）

※ 新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から受入れを一部中止しました。

［施設ボランティア受入状況］（令和４年度）

［評議員会開催状況］

［評議員選任・解任委員会開催状況］

開催日・場所 出席数 議　　案　　名

 定時		

 令和４年６月 24 日	

 油縄子交流センター

８人
・令和３年度事業報告　　　・令和３年度決算報告				  

・理事の選任

 第２回		

 令和５年３月 20 日	

 油縄子交流センター

10 人 ・定款の一部改正	

開催日・場所 出席数 議　　案　　名

 第１回　令和４年６月８日

 日立市萬春園
５人 ・評議員の選任



（５）第　75　号 令和 5年 8月 1日

区　分
苦　情　申　出　人 苦情

解決数本　人 家　族 代理人 その他 合　計

職員の接遇 １ ０ ０ ０ １ １

サービスの質・量 １ ０ ０ ０ １ １

利　用　料 ０ ０ ０ ０ ０ ０

被害・損害 ０ ０ ０ ０ ０ ０

権利の侵害 ０ ０ ０ ０ ０ ０

設備・備品 ０ ０ ０ ０ ０ ０

環境・清掃 ０ ０ ０ ０ ０ ０

そ　の　他 ０ １ ０ ０ １ １

合　　　計 ２ １ ０ ０ ３ ３

○令和４年度苦情受付及び解決状況（法人合計）

〇苦情・相談等の受付窓口と解決体制

○苦情・相談等の受付窓口と解決体制

施　設　名 担　当　者　名

事務局
長　山　　　慎
大和田　知佳子

萬春園
大　金　洋　之
増　子　有希子

かねはた老人ホーム
掛　札　律　子
草　地　孝　幸

かねはた短期入所施設
大　貫　　　衛
椎　名　恵　有

かねはたデイサービスセンター
(一般型 )

掛　札　律　子
加　藤　昌　子

かねはたデイサービスセンター
（認知症対応型）

坂　谷　徳　子

大みかけやき荘
鈴　木　靖　志
太田代　裕　樹

はまぎく荘
デイサービスセンター

川　﨑　則　雄
狩　野　直　子

※苦情解決責任者：事務局長及び各施設長 　第三者委員：佐藤　純一、橋本　弘子

令和５年８月１日現在

ご利用者様個人を尊重し、その人らしい自立した生活の介護援助を行います。
『あんしん』『ぬくもり』『やすらぎ』

―― 萬春園は新しく生まれ変わりました ――

■居住エリア
　（居室、食堂・デイルーム等）

　居室は間仕切りがあり、多床室で
あってもプライバシーを確保した個室
的なしつらえと同時に、すべての居室
において採光・通風を確保しています。
　介護や見守りを考慮し生活機能（食
事・入浴など）を建物中央部に配置し、
その中央部には光を取り込める「光庭」
があります。

■地域交流エリア
　（地域交流スペース）

　地域交流スペースは、地域交流が促
進できるよう玄関に隣接し、居住棟で
も地域とのつながりが実感できるよ
う、吹抜構造なっています。また、災害
時には２階大会議室と合わせ「福祉避
難所」として活用します。
　玄関脇には誰もが気軽に利用できる

「リフレッシュエリア」（緑地）がありま
す。

■その他

　太陽光発電設備及び非常用
自家発電設備を完備していま
す。
・定員 100 名
・駐車場 98 台
・新住所
  日立市鮎川町 3 ー 2 ー 10 



令和 5年 8月 1日 第　75　号（６）

　

３
月
28
日
か
ら
４
月
４
日
に
か
け
て
花
見
ド
ラ
イ
ブ
に
出
か

け
ま
し
た
。
今
年
も
桜
の
開
花
が
早
ま
り
、
日
程
を
調
整
し
実

施
し
た
こ
と
で
、
満
開
の
桜
を
堪
能
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。　

　

平
和
通
り
や
日
立
消
防
署
、
十
王
ダ
ム
な
ど
日
ご
と
に
場
所

を
変
更
す
る
こ
と
で
、
春
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
心
掛
け

ま
し
た
。　
　

　

満
開
の
桜
に
出
迎
え
ら
れ
、
利
用
者
様
か
ら
は
「
綺
麗
だ
わ

～
」
「
来
て
良
か
っ
た
」
と
い
う
言
葉
と
共
に
満
面
の
笑
み
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

普
段
は
な
か
な
か
外
出
で
き
な
い
利
用
者
様
に
、
春
の
桜
と

春
の
風
を
感
じ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
身
も
心
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

し
て
い
た
だ
き
、

充
実
し
た
時
間
を

提
供
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
利
用
者

様
の
笑
顔
が
一
つ

一
つ
増
え
て
い
く

よ
う
な
行
事
を
企

画
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

(

根
本
）

　

き
き
ょ
う
棟
で
は
、
余
暇
の
充
実
を
目
的
と
し
た
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
手
作
り
お
や
つ
と
し
て
、
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
を
作
り
ま

し
た
。
生
地
を
準
備
し
、
ホ
ッ
ト
プ
レ
ー
ト
で
焼
く
と
、
部
屋

中
に
甘
い
香
り
が
漂
い
、
利
用
者
の
皆
様
の
嗅
覚
を
刺
激
し
、

自
然
と
笑
み
が
こ
ぼ
れ
ま
す
。
ま
た
、
利
用
者
の
皆
様
の
目
の

前
で
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
焼
く
男
性
支
援
員
の
様
子
も
楽
し
ん

で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

焼
き
あ
が
っ
た
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ

と
コ
ー
ヒ
ー
は
喫
茶
店
の
よ
う
な

出
来
栄
え
で
、
大
き
な
歓
喜
と
お

か
わ
り
を
希
望
す
る
声
が
聞
か
れ

ま
し
た
。
さ
ら
に
「
美
味
し
い
」

と
、
満
面
の
笑
み
の
お
礼
を
い
た

だ
け
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
利
用
者
の
皆
様

の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
余
暇
時
間
の

提
供
を
目
指
し
、
様
々
な
企
画
を

実
施
し
て
い
き
た
い
で
す
。

（
稲
川
）

　　

感
染
症
対
策
の
た
め
、
長
期
中
止
さ
れ
て
い
た
ク
ラ
ブ
活
動

が
４
月
よ
り
再
開
し
ま
し
た
。

　

利
用
者
の
皆
様
に
と
っ
て
は
、
楽
し
み
に
し
て
い
た
活
動
の

た
め
、
久
し
ぶ
り
の
講
師
と
の
再
会
も
含
め
て
、
笑
顔
と
喜
び

の
声
に
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

　

書
道
ク
ラ
ブ
で
は
、
久
々
で
も
真
剣
に
半
紙
に
向
か
い
、
力

強
い
筆
運
び
で
「
上
手
に
書
け
る
と
、
気
持
ち
が
い
い
」
「
難

し
い
け
ど
、
楽
し
い
」
「
ず
っ
と
や
り
た
か
っ
た
の
よ
」
と
の

声
が
た
く
さ
ん
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

生
け
花
ク
ラ
ブ
で
は
、
講
師
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、
さ
ら

に
一
層
華
や
か
に
生
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
作
品
を
園
内

に
飾
る
と
「
こ
れ
、
私
が
生
け
た
の
よ
」
と
誇
ら
し
く
他
利
用

者
様
へ
話
し
、
生
け
花
を
見
た
利
用
者
様
も
「
こ
の
花
の
名
前

は
、
何
？
き
れ
い
ね
」
と
利
用
者
様
同
士
や
職
員
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
図
ら
れ
、
利
用
者
様
の
表
情
も
明
る
く
な
り
ま

し
た
。
日
常
生
活
の
中
で
、
良
い
刺
激
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

６
月
４
日
に
、
萬
春
園
は
新
施
設
に
引
っ
越
し
、
新
た
に
設

け
ら
れ
た
ク
ラ
ブ
室
で
、
一
人
ひ
と
り
が
ゆ
っ
た
り
と
取
り
組

め
る
環
境
と
な
り
、
「
今
ま
で
よ
り
も
、
明
る
く
て
や
る
気
が

出
る
」
「
こ
こ
で
や
る
と
、
上
手
に
な
っ
た
気
が
す
る
」
な
ど

の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
村
田
） 各

施

設

だ

よ

り

花
風
に
吹
か
れ
て
　

萬
　
春
　
園

講
師
に
よ
る
ク
ラ
ブ
活
動
の
再
開

大
み
か
け
や
き
荘

甘
い
香
り
漂
う
余
暇
時
間

は
ま
ぎ
く
荘
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
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共
有
ス
ペ
ー
ス
や
居
室
に
て
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
あ
る
日
常
の
出
来
事
で
す
。
利
用
者
様
が
ク
イ
ズ

を
出
し
ま
し
た
。
「
一
と
書
い
て
何
と
読
む
か
？
」
「
い
ち
、

か
ず
、
は
じ
め
」
答
え
が
飛
び
交
う
と
「
そ
れ
は
普
通
だ
な
。

二
の
前
っ
て
言
う
ん
だ
」
と
の
答
え
に
「
あ
ー
す
ご
い
」
と
盛

り
上
が
り
ま
す
。

　

「
じ
ゃ
ん
け
ん
ぽ
ん
」
の
掛
け
声
で
は
、
利
用
者
様
の
背
筋

が
伸
び
、
同
じ
チ
ョ
キ
を
繰
り
返
し
出
す
人
も
い
て
、
そ
れ
が

ま
た
面
白
く
、
笑
い
に
変
わ
り
「
あ
い
こ
で
し
ょ
」
と
声
が
響

き
合
い
ま
す
。
「
じ
ゃ
ん
け
ん
ぽ
い
」
「
あ
い
こ
で
ほ
い
」
な

ど
、
掛
け
声
の
表
現
に
も
違
い
が
あ
り
、
顔
を
見
合
わ
せ
て

驚
い
た
り
微
笑
ん
だ
り
と
、
表

情
が
生
き
生
き
と
感
じ
ら
れ
ま

す
。
日
々
、
利
用
者
様
の
そ
れ

ぞ
れ
の
自
由
な
発
想
が
一
体
感

を
生
み
、
脳
を
働
か
せ
ま
す
。

　

早
口
言
葉
、
ペ
ー
パ
ー
問

題
、
可
動
域
を
広
げ
る
無
理

の
な
い
体
操
。
短
い
時
間
で
す

が
、
良
い
刺
激
に
な
る
こ
と
を

願
っ
て
行
っ
て
い
ま
す
。(

茅
根)

　

桃
の
節
句
に
合
わ
せ
て
、
２
月
25
日
か
ら
３
月
３
日
に
か
け

て
毎
年
恒
例
の
桜
餅
作
り
を
行
い
ま
し
た
。
朝
か
ら
「
作
る
の

が
楽
し
み
」
「
上
手
に
で
き
る
か
な
」
「
初
め
て
作
る
」
と
利

用
者
様
も
楽
し
み
に
し
て
い
る
様
子
で
し
た
。
表
情
も
生
き
い

き
と
し
て
お
り
、
桜
色
に
色
付
け
し
た
生
地
を
ホ
ッ
ト
プ
レ
ー

ト
に
薄
く
伸
ば
し
、
１
枚
ず
つ
丁
寧
に
焼
き
上
げ
ま
し
た
。
綺

麗
に
焼
け
た
皮
に
手
早
く
丸
め
た
餡
を
の
せ
、
桜
の
葉
で
包
ん

だ
ら
完
成
で
す
。

　

利
用
者
の
皆
様
か
ら
は
「
葉
っ
ぱ
の
香
り
が
い
い
ね
」
「
こ

の
葉
っ
ぱ
の
塩
っ
気
と
甘
い
の
が
い
い
ん
だ
よ
」
「
自
分
で

作
っ
た
の
は
や
っ
ぱ
り
美

味
し
い
ね
」
な
ど
の
声
が

聞
か
れ
、
桜
の
葉
の
優
し

い
香
り
に
包
ま
れ
な
が
ら

味
わ
い
ま
し
た
。

　

日
本
に
は
、
四
季
折
々
に

い
ろ
い
ろ
な
風
習
が
あ
り

ま
す
。
作
る
喜
び
と
と
も

に
、
春
の
季
節
を
感
じ
ら

れ
る
ひ
と
時
を
過
ご
し
て

い
た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
利
用
者
の

皆
様
に
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
提
供
で
き
る
よ
う
に
職

員
一
同
努
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま

す
。　
　

(

飛
田)

　　

５
月
31
日
、
梅
の
実
の
収
穫
を
行
い
ま
し
た
。
食
堂
前
に
あ

る
２
本
の
梅
の
木
は
、
３
月
に
満
開
の
花
を
咲
か
せ
、
食
堂
へ

移
動
す
る
皆
様
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
５
月
に
入

る
と
、
生
い
茂
る
葉
と
共
に
小
さ
な
実
を
つ
け
始
め
ま
し
た
。

　

毎
年
梅
の
実
の
収
穫
に
参
加
さ
れ
、
実
を
探
す
の
に
長
け
て

い
る
利
用
者
様
は
、
少
し
離
れ
た
廊
下
か
ら
で
も
「
も
う
あ
ん

な
に
実
が
で
き
て
い
る
ね
」
と
梅
の
実
を
見
つ
け
、
「
今
年
は

ど
の
く
ら
い
な
る
か
な
」
と
収
穫
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
様
子

で
し
た
。

　

収
穫
当
日
は
天
気
に
恵
ま
れ
、
梅
の
実
を
探
す
に
は
絶
好
の

天
気
に
な
り
ま
し
た
。
利
用
者
の
皆
様
は
棒
で
実
を
落
と
す
役

と
、
落
ち
た
実
を
集
め
る
役
に
別
れ
作
業
に
取
り
掛
か
り
ま

す
。
落
と
す
役
の
皆
様
は
手
馴
れ
た
様
子
で
、
青
々
と
茂
る
葉

の
中
に
あ
る
実
を
次
々
に
見
つ
け
て
は
落
と
し
て
い
き
、
集

め
る
役
の
皆
様
も
手
慣
れ
た
様
子

で
次
々
と
落
ち
て
く
る
梅
の
実
を

拾
い
集
め
て
い
き
ま
す
。
「
そ
こ

に
も
な
っ
て
い
る
よ
」
「
落
と
す

か
ら
気
を
つ
け
て
ね
」
と
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
も
完
璧
な
皆
様
の
活
躍
に

よ
り
、
10
分
も
す
る
と
梅
の
実
は

箱
一
杯
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
の
梅
も
シ
ロ
ッ
プ
に
変
わ

る
ま
で
、
季
節
を
越
え
て
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

(

松
本)

か
ね
は
た
老
人
ホ
ー
ム

た
く
さ
ん
採
れ
た
よ
、
美
味
し
く
な
ぁ
れ

か
ね
は
た
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

桜
の
香
り
に
包
ま
れ
て

か
ね
は
た
短
期
入
所

脳
と
体
を
活
性
化
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副
理
事
長

退
任　
　
　

大
窪　

啓
一
（
６
月
30
日
付
）

新
任　
　
　

松
本　

正
生
（
７
月
４
日
付
）

理
　
事

退
任　
　
　

村
上　

房
子
（
６
月
27
日
付
）

新
任　
　
　

藤
島　

稔
弘
（
６
月
27
日
付
）

監  

事
退
任　
　
　

嶋
﨑　

敏　

（
６
月
27
日
付
）

新
任　
　
　

吉
久
保
貢
治
（
６
月
27
日
付
）

評
議
員

　

退
任　
　
　

佐
藤　

亮
一
（
３
月
31
日
付
）

退
　
職

◯
萬
春
園

　
　
　
　
　
　

笹
目　

玲
子
（
３
月
31
日
付
）

　
　
　
　
　
　

藤
木
み
ゆ
き
（
３
月
31
日
付
）

◯
萬
春
園
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

大
宮
こ
ず
え
（
３
月
31
日
付
）

　
　
　
　
　
　

髙
田　

寿
子
（
３
月
31
日
付
）

◯
大
み
か
け
や
き
荘

　
　
　
　
　
　

大
森　

昌
子
（
３
月
31
日
付
）

　
　
　
　
　
　

熊
谷
日
登
美
（
３
月
31
日
付
）

　
　
　
　
　
　

川
井　

利
枝
（
３
月
31
日
付
）

採
　
用

◯
萬
春
園

　

介
護
職
員　

益
子　

鈴
海
（
４
月
１
日
付
）

◯
か
ね
は
た
短
期
入
所
施
設

　

看
護
職
員　

松
本　

愛
美
（
７
月
１
日
付
）

◯
か
ね
は
た
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　

介
護
職
員　

甲
高　

章
子
（
４
月
１
日
付
）

◯
は
ま
ぎ
く
荘
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー　

　

介
護
職
員　

鈴
木
由
希
子
（
４
月
１
日
付
）

異
　
動

◯
萬
春
園

　

介
護
職
員　

齋
藤　

和
恵
（
４
月
１
日
付
）

　

介
護
職
員　

塙　
　

寛
子
（
４
月
１
日
付
）

　

調
理
員　
　

髙
橋　

隆
子
（
４
月
１
日
付
）

◯
か
ね
は
た
老
人
ホ
ー
ム

　

支
援
員　
　

小
野
﨑
尚
美
（
４
月
１
日
付
）

◯
か
ね
は
た
短
期
入
所
施
設

　

介
護
職
員　

田
村　

友
美
（
４
月
１
日
付
）

　

介
護
職
員　

藤
田
美
恵
子
（
４
月
１
日
付
）

◯
か
ね
は
た
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　

介
護
職
員　

西
野　

夏
未
（
４
月
１
日
付
）

◯
は
ま
ぎ
く
荘
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　

介
護
職
員　

大
河
原
夏
季
（
４
月
１
日
付
）

資
格
取
得

　

介
護
支
援
専
門
員　

狩
野　

直
子

（
は
ま
ぎ
く
荘
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
）

①
座
右
の
銘　

②
趣
味　

③
抱
負

①
温
故
知
新

②
卓
球
・
自
転
車

③
一
人
ひ
と
り
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
介
助

ひ
　
ろ
　
ば

を
行
え
る
よ
う
に
努
力
を
重
ね
る
事
業
団

職
員
を
目
指
す
。

　
①
思
い
立
っ
た
が
吉
日

②
音
楽
鑑
賞

③
利
用
者
様
が
快
適
な
日
常
を
送
れ
る
よ

う
に
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
し
て
い
き
た

い
で
す
。

①
雲
外
蒼
天

②
趣
味
：
旅
行
、
特
技
：
断
捨
離

③
ま
た
お
世
話
を
し
て
も
ら
い
た
い
と

思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
職
員
を
目

指
し
た
い
で
す
。

①
み
ん
な
違
っ
て　

み
ん
な
い
い

②
カ
ラ
オ
ケ
・
絵
を
書
く
こ
と

③
人
生
の
先
輩
方
に
色
々
と
教
え
て
い
た

だ
き
、
利
用
者
の
皆
様
に
は
、
長
く
は

ま
ぎ
く
荘
に
通
い
た
い
と
思
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

萬
春
園　
　
　
　
　
　
　
　

介
護
職
員　

益
子
　
鈴
海

〇
新
住
所

　

〒
３
１
６-

０
０
３
６

　

茨
城
県
日
立
市
鮎
川
町
３
丁
目
２
番
10
号

〇
電
話
及
び
Ｆ
Ａ
Ｘ

◇
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
日
立
市
萬
春
園

　

電
話 

０
２
９
４-

３
３-

６
３
３
１
（
新
番
号
）

　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
２
９
４-

３
７-

３
０
７
８

（
従
来
通
り
）

◇
日
立
市
萬
春
園 

介
護
計
画
セ
ン
タ
ー

　

電
話 

０
２
９
４-

３
３-

７
８
８
１
（
新
番
号
）

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
９
４-

３
７-

３
０
７
８（

従
来
通
り
）

◇
日
立
市
社
会
福
祉
事
業
団 

（
事
務
局
）

　

電
話 

０
２
９
４-

３
３-

７
２
７
１
（
新
番
号
）

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
９
４-

３
６-

２
０
６
５（

従
来
通
り
）

　

令
和
５
年
度
の
機
関
紙
編
集
委
員
・
通
信

委
員
は
次
の
通
り
で
す
。
１
年
間
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　(

平
野)

編
集
委
員

　
　
　

村
田　

伸　

（
萬
春
園
）

　
　
　

谷
田
川
正
文
（
か
ね
は
た
短
期
）

　
　
　

松
本　

健
吾
（
か
ね
は
た
老
人
）

　
　
　

平
野　

真
弓
（
大
み
か
け
や
き
荘
）

通　

信　

員

　
　
　

飛
田　

茜　

（
か
ね
は
た
デ
イ
）

　
　
　

根
本　

幸
江
（
は
ま
ぎ
く
荘
デ
イ
）

は
ま
ぎ
く
荘
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー　

介
護
職
員　

鈴
木
由
希
子

ま
し
こ

か
ね
は
た
短
期
入
所
施
設　

看
護
職
員　

松
本
　
愛
美
あ
い
み

ま
つ
も
と

す
か
い

か
ね
は
た
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー　

　

介
護
職
員　

甲
高　

章
子

こ
う
た
か

す
ず
き

あ
き
こ

ゆ
き
こ

お
知
ら
せ

萬
春
園
は
移
転
し
ま
し
た

人
　
事
　
等


